
 

「（第２号様式）   
令和８年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立希望ケ丘高等学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標（令和６年

度策定） 
１年間の目標 取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月10日実施） 

総合評価（３月26日実施） 

    具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①SSH の取組と各教
科での取組を相関さ
せ、問題解決能力の
育成を図る。 
②新たな教育課程に
基づく生徒の進路実
現を達成するために
指導環境の整備と教
育課程の検証・改善
および生徒の学習体
制の構築を行う。 

①ICT を活用した授業展
開を行い、学習内容の質
を高めるとともに、SSH
の取組と教科の取組を結
びつける。 
②「指導と評価の一体
化」を踏まえた主体的・
対話的で深い学びの視点
からの授業改善を進め、
生徒の自主的な学習の向
上を促す。 

①各教科で、引き続き授
業改善に取り組み、ICT
を効果的に活用する。 
①デジタルポートフォリ
オ等を利用し、生徒一人
ひとりが教科を越えて学
びの総括ができる仕組を
構築する。 
②指導と評価が一体化し
た年間指導計画を整え、
教科を越えて主体的・対
話的で深い学びを実現す
るための授業改善を進め
る。 

①各教科で、授業改善に
取り組み、その成果とし
てデジタルポートフォリ
オの活用ができたか。 
②教科を越えた授業改善
が行われたか。 
 
 
②指導と評価が一体化し
た年間指導計画が立てら
れているか。 
 

①11 月に公開研究授業を実

施し、教育目標に掲げる育

成する５つの力に着目し、

各教科での取り組みの具体

の共有を図った。 

①デジタルポートフォリオ

の活用目的に立ち返り研修

等を行ったことで、教員間

の共通理解を深めることに

繋がった。６教科 11 科目で

の取り組みがデジタルポー

トフォリオとして「P サイ

ト」に掲載された。 

②成績処理の書式を統一し

たことで、担当者以外でも

評価規準に基づく評価を明

確に行えるようになり、他

科目の達成度を踏まえた横

断的な授業展開や指導の検

討が可能となった。 

①教科間での取組を
共有しやすい体制の
検討が必要。 
①目的の共有・理解
に焦点をおいたため
に、活用した科目が
昨年度と同程度に留
まった。次年度の年
度当初に全体での研
修を実施し、科目担
当者が実施しやすい
体制を整える。 
②教科横断的な活動
や前年度の達成状況
を加味した評価規準
をもとに、年間計画
を作成し、達成に向
けた指導の工夫を図
る。 

・大学での実践の中で、
ポートフォリオの効果が
絶大であることを実感し
ている。ポートフォリオ
活用の好事例を教員間で
共有したり、生徒に「期
待すること」として示し
たりすることが最も推進
力になるはず。 
・公開研究授業では育成
する 5 つの力に基づく取
組が共有され、教科横断
的な視点での改善につな
がっている一方、教科間
で取組を共有しやすい体
制づくりや、年間指導計
画への反映を強めること
が今後の課題。 

①次年度以降も、共
有すべき課題を設定
したうえで研究授業
の計画・検討を継続
して進める。 
①デジタルポートフ
ォリオの活用事例を
積極的に共有し、教
員・生徒ともに取り
組みやすい体制をさ
らに整備する。 
② 次年度入学生よ
り教育課程の改編が
行われるが、生徒の
主体的・対話的で深
い学びの改善につな
がる指導計画を策定
する。 

①研究授業の企
画・検討を早期に
行う。 
①デジタルポート
フォリオの２年後
の終着点を示した
上で、活用事例を
示していく。 
②現在の学習状況
をもとに、選択科
目への興味・関心
が文理選択時の選
択理由や進路意識
に反映されている
かを調査する。ま
た、指導と評価の
計画が新たな教育
課程を意識したも
のとなっているか
整理する。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①日々の学校生活や
生徒会活動の場面
で、自発的・主体的
に行動できる人材の
育成を図る。 
②教育相談体制を充
実させ、支援が必要
な生徒に対して柔軟
な働きかけを行う。 

①学校行事や部活動など
学年を越えた集団活動を
通して、個々の役割を自
覚し、それぞれの責任を
果たす姿勢を身に付けさ
せる。 
②教育相談体制を整え、
組織的な支援ができるよ
う生徒の情報を職員全体
で共有し、すべての生徒
が健康で安全な学校生活
が送れる体制を整える。 

①主体となる生徒との連
携を密にし、情報共有を行
い、支援・指導が必要なポ
イントを絞り、安全で安心
な活動を保障する。 
②各学年の教育相談担当者
を中心に、学年会等を通じ
て生徒の現状を把握し、定
期的な情報共有の機会を設
定する。また、家庭や
SC・SSW と連携を図りな
がら課題の解決をサポート
する。 

①健康的で安全な行事が
実施されたか。生徒の主体
性を支援することができた
か。 
 
②定期的な情報共有の機会
が設定できたか。 
②課題を抱える生徒に対
し、様々な視点を持った多
くの職員がかかわることに
よって、多角的に支援する
ことができたか。 

 

①記念祭・球技大会・
合唱祭など、委員の生
徒中心に実施し、その
活動をチームとして支
援することができた。 
②サポートドック・教
育相談担当者会議など
を通じ、学年・担任・
教育相談担当・SC,SSW
が連携し、様々な生徒
の課題に組織的に対応
することができた。 

①生徒から体育祭の実
施、記念祭の決済方法
に関する提案があり、
実施や方針について検
討を進めている。 
②生徒の規範意識向
上、特に SNS 利用のリ
テラシーの育成が課題
であり、支援方法の明
確化と職員のスキルの
向上と指導方法の共有
化が必要。 
②さまざまな特性や家
庭環境を抱える生徒
へ、適切な支援スキル
の更なる向上が必要で
ある。 

・生徒の多様な背景に
応じた支援が丁寧に行
われ、行事や部活動で
の成功体験が自己肯定
感の向上につながって
いる。スクールカウン
セラーやサポート体制
の活用も進み、早期発
見・早期対応が機能し
ている。 
・SNSトラブルへの対応
など規範意識の育成が
引き続き課題であり、
情報リテラシー教育の
強化が求められてい
る。 
 

①生徒主体の行事運
営を進めてきたこと
が、新たな企画を生
徒自身が提案する姿
勢につながってい
る。今後は、これら
の取組をより良い形
で制度化し、継続的
に発展させていく体
制づくりが課題であ
る。 
②教員・保護者と生
徒ではスマホ・SNS
の使用に関して危機
感が大きく乖離して
いる。生徒に規範意
識を育成する必要が
ある。 

①行事の目的を改めて

見直し、従来どおり実

施するのではなく、生

徒の成長につながる行

事運営を行うととも

に、学校関係者や地域

住民にも受け入れられ

る運営を進める。 

②HR や学年集会、全

校集会、各教科での指

導などを通じて、生徒

の規範意識の向上や情

報リテラシー教育を推

進する。 

②他校と情報共有、外

部機関との連携を通

じ、職員の指導力向上

を目指す。 

３ 進路指導・支援 

①なりたい自分を探
求し、その実現を目
指すための進路行事
や学習活動を充実さ
せる。 
②個別面談、教員研
修を通じ、新たな教
育課程や入試制度に
柔軟に対応すること
のできる支援体制を
構築する。 

①生徒の個々の進路目
標を見据えた進路指
導・進路行事を計画
し、その充実を図る。 
 
②面談や模擬試験の機
会を活用し、生徒の悩
みや進路実現に向けた
適切な支援を行う。 

①生徒が多様な選択肢を
理解し、具体的な進路を
イメージできるような進
路指導・進路行事を計画
し、その充実を図る。 
②模擬試験の振り返りや
面談を通して、生徒の強
みや弱みを把握し、具体
的な対策や学習計画を支
援する。 
 

①適切な時期・内容でキ
ャリアガイダンスを行う
ことができたか。 
 
 
②模擬試験の振り返りや
面談を通して、生徒の課
題の把握やフィードバッ
クができたか。 

 

①ミニオープンキャン
パスや校外学習を通し
て生徒が確実に上級学
校に触れる機会を作る
ことができた。 
②模擬試験を区切りと
し、その振り返りの講
演会を行うことができ
た。また、面談等を密
にし、生徒と進路につ
いて確認できた。 

①ミニオープンキャン
パスや校外学習で訪問
する上級学校の選定を
精査し、生徒がより幅
広い視野を持てるよう
機会を充実させる。 
②模擬試験の結果のフ
ィードバックの仕方・
時期について精査し、
より効果的な計画を検
討する。 

・進路選択にあたり、
探究成果を進路に生か
す接続の見える化や、
科学分野に限らず、探
究で身につく論理的思
考力や表現力が進路実
現に確実に生きるた
め、その価値を生徒自
身が言語化し共有でき
る機会をつくることが
望ましい。 

①ミニオープンキャ
ンパス・校外学習と
もに生徒たちが上級
学校を知る、体験す
るのに重要な機会と
なった。  
②模擬試験を区切り
とし、講演会を開催
するなどしてその結
果を活用できた。 

①ミニオープンキャン

パス・校外学習ともに

見学、体験する上級学

校を生徒の知見を広げ

るなどの意義から精査

する。  

②模擬試験の評価を蓄

積・系統化して、より

指標になるよう解析し

ていく。  



 

 視点 
４年間の目標（令和６年

度策定） 
１年間の目標 取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月10日実施） 

総合評価（３月26日実施） 

    具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①家庭や地域、同窓
会等との協働を進
め、信頼される学校
づくりの更なる発展
を目指す。 
②SSH の活動において
他の教育機関や企
業・地域との連携を
強め、コンソーシア
ムの構築を目指す。 

①保護者や地域住民等
と協働・連携した教育
活動や地域貢献活動等
を充実させ、様々な手
段で外部に発信する。 
②今年度より課題研究
で実施する外部メンタ
ーによる指導・助言を
受ける体制を整え、課
題研究の内容の充実を
はかる。 
 

①学校ホームページ、学
校説明会、文化祭及び地
域貢献デーなどの行事を
通じて、地域の小中学校
と連携した実績やSSHの
取組について発信する。 
①同窓会活動への理解を
深めるために協働して活
動の改善点を検討してい
く。 
②外部メンターとして生
徒に指導・助言を定期的
に行ってもらう。 

①学校ホームページ、学
校説明会、文化祭及び地
域貢献デーなどの行事を
通じて本校の取組を発信
できたか。 
①同窓会と連携し活動へ
の理解が深められたか。
同窓会入会者の数が増え
たか。 
②外部メンターの方から
直接指導を受けた班の数
および指導を受けた回数
で図る。 
 

①学校説明会では生徒
会生徒の主体的な活動
により、わかりやすく
丁寧な説明ができた。 
②SSH運営指導委員、横
浜大学や産業能率大
学、また本校卒業生の
方など計 11 名の方に外
部メンターとして２学
年の課題研究の指導に
あたってもらった。月
１回をベースに、今年
度は計 17 回対面および
オンラインでの指導を
行ってもらった。生徒
のみならず教員も外部
メンターの方の指導か
らの学びを得ることが
できた。 

①中学生や保護者が
知りたいことを発信
できているか内容の
振り返りを更に充実
させたい。 
①同窓会との連携に
ついても、生徒が支
援を実感できる形を
検討し、活動の見え
る化を進める必要が
ある。 
②外部メンターとの
協働を今後も継続で
きる体制の整備が課
題であり、関係機関
との連携をより強固
にし、次年度以降も
継続可能な仕組みを
検討する。 

・学校説明会の生徒会
主体の運営がわかりや
すく好評とのこと。受
験生・保護者が知りた
い情報の整理を行って
更に改善を。 
・同窓会支援の“見え
る化”を進める必要が
ある。 
・外部メンターによる
指導は生徒・教員双方
に効果が高く評価され
ているが、協働を継続
できる体制づくりと関
係機関との連携強化が
今後の課題。同窓会を
もっと活用するとよ
い。 

①外部メンターの指
導や、同窓会主催の
講演会など、生徒と
同窓会との接点が着
実に増えてきてい
る。今後も、こうし
た取組の“見える
化”をさらに進める
方策を検討し、継続
して実施していくこ
とが求められる。 
②外部メンター制の
導入により、生徒の
探究活動は明確に深
化し、教員にとって
も指導方法を見直す
良い機会となった。
一方で、この取組を
継続できる体制をど
のように構築するか
が大きな課題であ
る。 

①同窓会や外部メ
ンターとの連携に
ついて、生徒が支
援を実感できるよ
う取組内容や成果
の見える化を進
め、学校説明会や
学校HP等を活用し
て情報発信を強化
する。 
②外部メンターに
よる指導の効果を
継続・発展させる
ため、関係機関と
の連携を一層深め
るとともに、新た
な連携先も模索
し、次年度以降も
安定的に協働でき
る体制の構築を図
る 

５ 
学校管理 
学校運営 

①働き方改革に向け
て、Teams や ICT 機
器の使用方法を更に
思索し業務の効率化
を図る。 
②社会から求められ
る様々な教育ニーズ
に対応できる教員指
導力の向上を目指
す。 

①各種の研修を通じ
て、教職員の ICT 活用
スキルを高める。 
②人権や教育相談の視
点から生徒との関わり
を再点検する。 
②学校教育目標に掲げ
る５つの力の育成を意
識した教員研修を計
画・実施する。 
 
 

①各種の研修定期的に開
催し、教職員の ICT 活用
スキルを高める。 
②様々な研修会を通して、
人権や教育相談といった視
点から、これまでの教育活
動を見直す機会とする。 
②職員会議など定例の会
議を活用し、短時間での
研修を行い、生徒がメタ
認知できるような活動内
容・評価方法を検討して
いく。 

①教職員対象の ICT 活用
スキルを高める研修を実
施できたか、また教職員
の ICT 活用状況から図
る。 
 
②研修を通じて、職員の共
通理解が深まったか。 
②教員対象の研修を実施
できたか、また教員の取
り組みの内容を共有でき
る体制を整えることがで
きたか。 

①民間講師による研修を
通して、教員のための生
成ＡＩ活用について学
び、教材研究等、実際に
業務で活用し、効率化を
図っている。 
②地区ＰＴＡ講演会で好
評であった講師を招き、
在校生、教員それぞれに
講演を行った。性教育か
ら命の大切さ、他者への
おもいやりを育むことへ
の理解が深まった。 
②授業改善研修におい
て、探究的な学びの本質
や指導の在り方を再確認
し、正解や成功にとらわ
れず、学びそのものを楽
しむ姿勢の重要性につい
て理解を深めた。 
②メタ認知とはなにか、
授業の中でメタ認知を促
す振り返りの場面を設け
る重要性を学ぶことがで
きた。 

①ＡＩの活用例を共
有することで、一部
の教員だけでなく学
校全体として業務の
効率化を図ってい
く。 
②人権教育や教育相
談に関する校内の支
援体制を強化し、教
員が生徒の多様な背
景に応じた指導・支
援を行えるよう、研
修内容の実践への落
とし込みを今後さら
に進めていく。 
②各教科が実施して
いる、メタ認知を促
す具体的な活動や評
価方法の共有化を目
指す。 

・AI活用はもはや避けら
れない時代であり、思考
力の伸長につながる活用
方法の発信や実践の蓄積
が期待されている。研修
を踏まえ、生成AIによる
業務効率化を校内全体に
広げることを期待する。 
・外部講師による講演は
貴重な機会である一方、
それを単発のイベントに
留めず、授業改善や教育
課程と往還させること
で、命の教育や人権理解
をより深める実践につな
げる必要がある。 
・メタ認知を促す授業づ
くりについては教科を越
えた共有と具体的手法の
蓄積が求められる。学校
が目指す５つの力の育成
に向け、研修内容を日々
の指導へどのように実装
するかが今後の大きな課
題である。 

①ICT 活用や生成 AI
に関する研修を通
じ、教職員の業務効
率化や指導力向上に
つながる取組が進ん
だ。 
②人権や教育相談、
メタ認知をテーマと
した研修を通して、
教育活動を見直す意
識が高まった。一方
で、研修内容を個々
の実践にとどめず、
学校全体の指導改善
にどのように定着さ
せていくかが今後の
課題である。 

①生成AIやICT活
用の好事例を校内
で共有し、業務効
率化や授業改善の
取組を学校全体に
広げていく。 
②授業改善研修の
期間を長めに設定
し、日々の授業に
おいて互いの授業
が見やすい環境を
整えていく。 
②研修で得た知見
を授業や生徒支援
に確実に生かせる
よう、教科や分掌
を越えた共有の場
を設け、メタ認知
を促す指導や人
権・教育相談の視
点を日常の教育活
動に定着させてい
く。 

 

 


